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１．単元名 「小数のわり算」 

２．単元の目標 

基準にする大きさを求めるという除数が小数の場合の除法の意味を理解し，その計算の仕方につい
て数直線や図，式を用いて考える力を養うとともに，除数が小数の場合の除法の計算の仕方を除数及
び被除数に同じ数をかけても商は変わらないという除法の性質等を用いて考えた過程を振り返り，除
法の意味を捉えなおしたり今後の生活や学習に活用したりする態度を養う。 

３．単元の評価規準  
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ア 除数が小数である場合の除法に
ついて，基準にする大きさを求める
という意味を説明できる。 

イ 小数の除法の計算を確実にでき
る。 

ウ 整数の除法について成り立つ，分
配法則などといった法則が小数の
場合でも成り立つことを説明でき
る。 

ア 既習の等分した大きさを求める
という除法の意味や数量の関係に
着目して，基準にする大きさを求め
るという小数の除法の意味をまと
めている。 

イ 除数及び被除数に同じ数をかけ
ても商は変わらないという除法に
関して成り立つ性質を生かして，小
数の計算の仕方を説明している。 

ウ 除数と商の関係に着目し，商が被
除数よりも大きくなる理由を説明
することができる 

エ 小数の除法の計算における余り
の求め方を説明することができる。 

ア 学習したことを基に，小数の除法
の計算の仕方を考えたり，計算の仕
方を振り返り多面的に捉え検討し
たりしようとしている。 

 
４．単元のデザイン（全９時間） 

次 ○学習活動 手立て 
評価の観点 

知 思 態 
1 ○「リボンを 2.5ｍ買ったら，代金は 300 円で

した。このリボン１ｍのねだんは何円ですか」
という小数の除法の場面について，既習の整
数の除法の計算を想起し，類推して立式する
とともに，式の妥当性について比例関係に着
目して考え，除法が基準とする大きさを求め
るという意味をまとめる。 

 

・立式した「300÷2.5」に対して，「本当？」
と問うことで，「整数と同じように計算し
た」という発言を引き出し，類推の考えを
共有する。 

・数直線を用いて数量関係に着目して「1ｍの
値段を 2.5 倍する」「2.5ｍの代金を 2.5 で
わる」という２つの考えを比較して考える
ことで，除法の意味について考えることが
できるようにする。   ・・・手立て② 

 ア 

ア 

2 ○前時で立式した「300÷2.5」について，既習
の小数の乗法の計算を想起するとともに数量
の関係に着目して，「0.1ｍにあたるねだん」
「25ｍにあたるねだん」を基にして，商の求
め方を考える。 

・数直線を用いて考えた「0.1ｍにあたるねだ
ん」や「25ｍにあたるねだん」と「１ｍに
あたるねだん」の関連を問うことで，既習
の小数の乗法の計算を想起しながら数量の
関係に着目して考えることができるように
する。         ・・・手立て② 

ア  

3 ○「7.56÷6.3 と商が等しい式は 756÷630，756
÷63，75.6÷63 の中のどれですか」という場
面について，除法の性質を用いて考える。 

・「答えを求めないとわからないね」と問うこ
とで，前時に行った「300÷2.5」と「3000
÷25」では除数と被除数に同じ数をかけて
いるから商は等しいという除法の性質を用
いて考えることができるようにする。  

・・・手立て① 

 イ 

4 ○7.56÷6.3 について，わり算の性質を用いて
筆算の仕方を考える 

・「7.56÷6.3＝0.12」という小数点を被除数
と同じ位置にうった誤りを提示すること
で，除法の性質を根拠として筆算の仕方に
ついて考えることができるようにする。 

・・・手立て① 

イ  

6 ○「0.8ｍの代金が 240 円のリボンがあります。
1ｍのねだんはいくらですか」という場面につ
いて，数量の関係に着目して除数と商の関係
を考える。 

・わり算にも関わらず，商が被除数よりも大
きくなることに対して，妥当なのかを問う
ことで，数量の関係に着目して考えること
ができるようにする。  ・・・手立て① 

 ウ 

7 本時を参照   エ 
8 「4.5ｍの重さが 0.9ｋｇのホースがあります。

このホース１ｍの重さは何ｋｇになりますか」
という場面について，除法の意味に着目し妥当
な式を考える。小数の除法で商をがい数で求め
る時の処理の仕方を考える。 

・児童が立式した「4.5÷0.9」と「0.9÷4.5」
の２つの式のどちらが問題場面に対して妥
当なのかを問うことで，除法の意味や数量
の関係に着目して考えることができるよう
にする。        ・・・手立て① 

ア  

 

日 時                    児 童 ５年生 

授業場                         授業者  
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５．本時の目標（７/９） 

余りが出る小数の除法について，余りを出さずに割り切ってしまう考えや余りにも除法の性質を適

用した考えなどを交流し，問題場面から何の位まで商を立てたらよいか考えたり，除法の逆算を適用

し商，除数，余りの関係を捉えたりすることを通して，筆算における商や余りの処理の仕方を説明す

ることができる。 

６．本時の展開                   「目指す子供の姿」を実現するための手立て 

教師の働きかけ（🔴発問）◯子供の学習活動     ◆留意点 ※評価 

１．問題場面について話し合う 

 

 

 
 

２．課題を設定する  

 

 
 
３．個人思考⇔集団思考Ⅰ 
🔴あまりはいくつになるかな，考えてみよう。 

 

 

 

 
 
 
４．個人思考⇔集団思考Ⅱ 
🔴あまりは0.3ｍといえるのかな？理由を説明しよう。 

 

 

 

 

 
  
🔴あまりのある小数のわり算は，どうやって筆算したらいいかな。 

 

 

 
 
 

５．練習の問題に取り組む  

 

 

 

 

🔴②の問題のあまりはいくつになるかな。 

 

 

 
◆問題提示ではあまりに係わる表

記はせず，あまりに気付いた段

階で表記する。 

 

◆あまりを求める場面であるにも

関わらず，わり切ってしまった

考えを扱い，問題解決を図るこ

とができるようにしていく。 

 

 

◆筆算で表記されたあまりの「3」

をきっかけとして妥当かどうか

考え，その後，「0.3」といえる

かどうか考える展開とする。 

 

◆図やたしかめの式を用いて考え

た児童がいれば，指名し考えを

共有するが，あまりが「3」の妥

当性について考えるに留め，個

人思考集団思考Ⅱの時間を設定

し，あまりの「0.3」が妥当であ

るか考えさせる。 

 

 

◆図とたしかめの計算では人数の

多い方の考えを先に扱い，その

後，図と式を関連付けていく展

開とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※何の位まで商をたてたらよいか

理由を説明することができる。

（思考） 

※筆算におけるあまりの処理を適

切に行うとともに，商，除数，余

りの関係を基にして妥当な大き

さを説明することができる。（思

考） 

 

課題 あまりのある小数のわり算の筆算の仕方を説明しよう。 

 

2.3ｍのテープを１人 0.5ｍずつ配っていきます。 

何人に配れますか。また，何ｍあまりますか。 

 

 
・0.5ｍずつ配るから，わり算だね。2.3÷0.5 をしたらいいね。 

・2.3÷0.5 をしたら，4.6 になるよ。 

 

 

・小数のわり算はわる数とわられる数に同じ数をかけても商は変わらないね。

筆算するときは，右にうつしたわられる数の小数点にそろえて，商の小数点
をうつね。あまりも，商の時と同じように，右にうつしたわられる数の小数
点にそろえて打つと思うよ。あまりは 3ｍだね。 

・あまりが 3ｍだったら，もともとのテープの長さよりも大きくなるからおか
しいよ。 

・0.5ｍずつ分けるのに 3ｍになるのもおかしいよね。 

・あまりは 3ｍでないのなら，0.3ｍなのかな。 

・2.3ｍを 0.5ｍずつ分けるからあまりは。0.3

ｍだね。2.3ｍから 4 人に配った 2ｍを引いて

いるから 2.3－2＝0.3 だね。 

・商を求めるために，わられる数とわる数を 10

倍したけど，本当は 2.3÷0.5 だよ。 

 

 

 

 

 

 

・たしかめの計算は「わる数×商＋あまり＝わ
られる数」だったね。 

・たしかめの計算で考えると， 

0.5×4＋0.3＝2.3 になるね。 

・0.5×4＋0.3＝2.3 の式を図で考えても，0.5ｍ

のテープを 4 人に配ると２ｍになって，あま
りの 0.3ｍをあわせるから，2.3ｍになるね。
あまりは 0.3 といえるね。 

・0.3 は 2.3-2 をしたら求めることができたよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題の意味を考えて，何の位まで求めたらいいのか考えるのも大切だね。今回

の問題で求める商は人数だから一の位まで求めるよ。 

・商はわり算の性質の考えを用いて，求めることができるよ。でも，あまりは本
当の大きさを考えなくてはいけないね。筆算では 23－20 となっているけど， 

2.3－2＝0.3 をしているということだね。 

・2.3‐2＝0.3 であまりを求めるね。だから，わられる数と同じ位置に小数点をう
つといいね。 

 

 

 

 

 

 

 

・問題が何人だからわり進めた 4.6 だとおかしいよ。4 人になると思うな。 

・今までは，わり切れる問題だったけど，この問題はあまりを求めるね。 

 

 

①長さが 0.4ｍの木のぼうがあります。重さ
をはかったら 2.6ｋｇでした。このぼうの
１ｍの重さはいくつでしょうか。 

・どちらの問題も 2.6÷0.4 だね。 

・①の問題はわり切れるまで計算するよ。１ｍの重さを求めるからだね。 

・②の問題は一の位まで求めるよ。人数だから商は整数で求めるね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②2.6ｋｇのお米を，0.4ｋｇごとに袋にいれ
ます。0.4ｋｇ入った袋の数はいくつになり

ますか。 
 

・筆算をして，あまりが「2」となっているけど，0.1 が２こあるということだね。 

・2.6‐2.4 だから 0.2 があまりだね。 

・わられる数と同じ位置に小数点をうつといいね。 
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■本時で目指す子供の姿 

 

 

 

 

■本時のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

板書事前構想  

 

 

 

 
 
 
 
 

あまりは「0.3ｍ」といえるのかな，考えてみよう 

 

 

 

 

 

 
 

 

あまりのある小数のわり算はどうやって筆算したらいいかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

本時における「目指す子供の姿」を実現するための手立て 

①余りを求める場面であるにも関わらず，意図的に「わり切ってしまった」「除法の性質を余りにも適用

してしまい３ｍ」と考えた誤答を取り上げることで，「『何人に配ることができるか』という問題場面

に適していない」「わる数よりもあまりの方が大きくなっている」という発言を引き出し，その後の問

題解決を図っていくことができるようにしていく。 

②あまりが「0.3ｍ」であることを児童が説明する際に，「図を用いた考え」と「たしかめの式を適用し

た考え」を想定した。指名する際には，人数の多い方の考えを先に扱うこととする。仮に，図を用い

た考えを先に扱う場合は，0.5ｍのテープが 4つと 0.3ｍのテープを合わせることで 2.3ｍとなるとい

う説明を引き出し，その説明に対して，「0.5ｍが 4つで 2ｍと 0.3ｍを合わせて 2.3ｍになるというこ

とは式にすると 0.5×4＋0.3＝2.3 となるね」「４年生の時にやったたしかめの式にするとやっぱり，

あまりが 0.3ｍだとわかるね」のようにいずれを先に扱ったとしても，それぞれの考えを関連付けて

いく展開としたい。 

  

 

 

 

 

 

 

本時における「問題解決力・社会協働性」を高めている子供の姿 

 余りが出る小数の除法について，余りを出さずに割り切ってしまう考えや余りにも除法の性質を適用し
た考えなどを交流するとともに，余りは除数より小さいことや，除法の逆算を適用し商，除数，余りの関
係を捉えることを通して，筆算における商や余りの処理の仕方を説明することができる。 

たしかめの式 

0.5×4＋0.3＝2.3 

図で表していることを式にすることができるね。0.5ｍのテープを４人に

配っているから 2m で，それにあまった 0.3ｍ合わせるともとのテープに

なるね。あまりは 2.3－2＝0.3 で求めることができるね。 

 

（必要に応じて） 
式と図はつながる？ 
図や式からあまりは「0.3」といえる？ 
どうして「0.3」だとわかったの？ 

やっぱり商は「４」だね。あまりは，

2.3-2 で求めることができるよ。だ

からあまりは 0.3 だね。 

 

商は「４」だね。人数を求めるから，一の位まで求めるよ。 

 
23－20 のように見えるけど，本当は 2.3－2＝0.3 の計算をして

いるね。 

 
小数のわり算であまりを出す場合は，わられる数と

同じ位置に小数点をうつね。2.3－2＝0.3 のように本

当の大きさで求めるよ。 

 

（必要に応じて） 
・まだ，わり進めることができるよね。
どうして途中でやめるの？ 

・あまりは 0.3 なんだね。23－20 は 0.3
ということなんだね。 

・（あまりは，わられる数と同じ位置に小

数点をうつに対して）どうして，あま

りの時は同じ位置なの？ 

図で考えたことを式にするとつながっているのがわかるね。 
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■算数・数学科におけるリーダーシップ・フォロワーシップの育成について 

 

 

＜算数・数学科で目指す子供の姿＞ 

 算数・数学科においては今年度，「問題解決力・社会的協働性」の育成に焦点をあて，研究を進めていく。算数・数学

科における「問題解決力・社会的協働性」とは，事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に

解決するプロセスを遂行することを通して育成された，数学的に考える資質・能力と捉えた（文部科学省，2018）。 

 授業において「問題解決力・社会協働性」が最も表れる場面は，「集団思考」の場面である。このことについて，湊氏

は次のように述べている。「知識は普遍的，客観的なものではなく主観的，個人的なものである。個人的知識を学級など

において練り合い，練り上げることは，社会的相互作用論によって支持されている。子どもの主体的活動のもとで知識は

協働によって変容を遂げ，広い客観性を獲得する。練り合い，練り上げは知識の普遍化を達成する。練り合い，練り上げ

の活動を通して，個人で構成した知識の意味を明確化し，この知識と他の子どもが構成した知識との異同，自分の知識の

特徴などが明確になる。(湊，1999 下線筆者)」このように，個人の資質・能力は，「集団思考」における対話的な学び

によって確かなものとなるのである。 

 一人の子供の説明を他の子供がただ黙って聞いているのではなく，説明を聞いてどのように考えたのか読み取ろうと

しなければ，「問題解決力・社会的協働性」は身に付かない。したがって，「集団思考」を通して，どの子供も自らの学習

状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤しながら，学ぼうとするように教師は働きかけを工夫しなければならない

と考える。 

本教科授業の基本的な流れ（早勢，2020） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①効果的な「集団思考」となるように指名計画を構想する。 

「問題解決力・社会協働性」育成の成否は，「よりよい考えに高める・本質を明らかにする」という対話的な学びを中

心的に扱う「集団思考」にかかっている。そのためには，まず，子供に期待する反応や予想される反応をできうるかぎり

想定する。そして，それらをどのような順番で取り上げて生かしていくか，精選された発問を用意し，その発問を提示す

るまでの計算された段取りを構想する。 

②意図的に誤答や途中までの考えを取り上げたり，式や答えなど結果を先に取り上げたりして過程を逆思考させる。 

「個人思考」と「集団思考」を段階的にとらえず，「自分なりの考えを暫定的にもち，集団で考え合い，問いが生まれ

たときに，要所で立ち止まり，個人やペアで考え，また集団で練り合う」など，よりよい考えに高めたり，事柄の本質を

明らかにしたりするように適切に働きかける。その際，意図的に誤答や途中までの考えを取り上げ，みんなで考え合うよ

うにする。式や答えなど結果を先に取り上げ，過程を逆思考させることも考えられる。また，個人思考の時間に考えの一

部を「部分提示」として板書させ，考えた子供と違う子供に「他者説明」させることが「集団思考」を充実する基本と考

える。 

 

引用・参考文献 

文部科学省（2018）．学習指導要領（平成 29 年告示）解説 数学編．日本文教出版．  

湊三郎（1999）．練り合い，練り上げ，振り返る活動の意義 CREAR7 多様な考えを生かせる子ども（pp.229- 

234．）．ニチブン． 

早勢裕明 編著（2020）．中学校数学科 Before&After でみる実践！全単元の「問題解決の授業」，明治図書． 

算数・数学科における Ls/Fs 育成のポイントは「問題解決力・社会的協働性」 

算数・数学科における「目指す子供の姿」を実現するための手立て 

①効果的な「集団思考」となるように指名計画を構想する。 

②意図的に誤答や途中までの考えを取り上げたり，式や答えなど結果を先に取り上げたりして過程を逆思考させる。 
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第 1 時の様子                                

<本時の概要> 
「リボンを 2.5ｍ買ったら，代金は 300 円でした。このリボン１ｍのねだんは何円ですか」という
小数の除法の場面について，既習の整数の除法の計算を想起し，類推して立式するとともに，式の
妥当性について比例関係に着目して考え，除法が基準とする大きさを求めるという意味をまとめる。 

<本時の板書と児童の発言> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２時の様子                                

<本時の概要> 
前時で立式した「300÷2.5」について，既習の小数の乗法の計算を想起するとともに数量の関係

に着目して，「0.1ｍにあたるねだん」「25ｍにあたるねだん」を基にして，商の求め方を考える。 

<本時の板書と児童の発言> 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡単，簡単。図で分けたらいいよ！ 
あれ？2.5 等分ってできないね・・・ 

2.5 等分できないということは，
300÷2.5 で本当に正しいの？ 

小数のかけ算と同
じように数直線を
かいたら説明でき
そうだね。 
300÷2.5 のわり
算にもなるけど，
かけ算にもできそ
うだね。 

では，300÷2.5 が正しい
ことを説明すればいいね！ 

整数のわり算と同じように計算したんだね。
「÷2.5」とあるけど，2.5 等分ということか
な？2.5 等分というのはどういう意味かな？ 

 

2.5ｍを 1ｍにするからわり算だね。1ｍを 2.5 にす
る場合はかけ算だね。□を使った□ら□×2.5＝300
となるから，やっぱり 300÷2.5 で計算できるね。 

2.5 等分はできな
いけど，2.5 でわ
るということは
「１」の大きさを
求めるということ
なんだね。 

この前の時間に
300÷2.5 の式を
立てることがで
きたね。 

 

式は立てることが
できたけど 
答えはどうやって
求めるのかな？ 

25ｍの値段がわか
れば，25 等分すれ
ば，１ｍの値段が
わかるよ。 

一度 25ｍや 0.1ｍの値段を求めてから１ｍ 
の値段を求めたのはどうしてかな？ 

数直線を見たら，0.1ｍの時の値
段が 12 円と書いているよ。 
0.1ｍの値段が 12 円だから正しい
けど，どうして書いたのかな？ 

数直線を見たら，25ｍの時の値段
が 3000 円と書いているよ。 
2.5ｍの値段が 300 円だから正し
いけど，どうして書いたのかな？ 

0.1ｍの値段がわかれば，10 倍す
れば，１ｍの値段がわかるよ。 

0.1ｍの値段は 12 円で 25ｍの値段は
3000 だから整数の計算で答えを求め
ることができるよ。 
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■算数・数学科 【算数・数学を活用して，協働的に問題を解決しようとする子供の育成】        

第３時の様子                                

<本時の概要> 
「7.56÷6.3 と商が等しい式は 756÷630，756÷63，75.6÷63 の中のどれですか」という場面に

ついて，除法の性質を用いて考える。 

<本時の板書と児童の発言> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      
第４時の様子                                

<本時の概要> 
7.56÷6.3 について，わり算の性質を用いて筆算の仕方を考える 

<本時の板書と児童の発言> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうやって答えが等しい式を 
見つけたらよいか説明できる？ 

わる数とわられる
数に 100 倍しても
答えは変わらない
ね。同じ数をかけ
ているんだね。 

答えを求めなくても式だけみた
らわかるよ！ 

7.56 と 6.3 も両方に 10 倍した
ら答えが同じになるはずだね。 

簡単な数で確かめることもできるよ。やっぱりわる数と
わられる数に同じ数をかけても答えは変わらないね。 

簡単，簡単。 
答えを求めたらいいんでしょ？ この前の「300÷2.5」の計算は

（300×10）÷（2.5÷10）のよう
にわる数とわられる数に「10」を
かけて答えを求めたね。 
 

筆算はこうすればいいのかな？ ちがう！答えが変わってしまう
よ！わり算の性質をつかったよ！ 

図や考えると，7.56
の中に 6.3 は１つ分
あるから 0.12 だと
おかしいよ！ 

わる数とわら
れる数を 10
倍したんだ
ね！両方を
100 倍すると
いうのはどう
かな！ 

わる数わられる数を
100 倍してもいいけ
ど，わる数が整数にな
ればいいね！できるだ
け小さい数で計算でき
るようにするよ。 

たしかめの式で考え
ても，0.12 が 6.3 個
分だと 7.56 にならな
いからおかしいよ！ 
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■算数・数学科 【算数・数学を活用して，協働的に問題を解決しようとする子供の育成】        

第６時の様子                                

<本時の概要> 
「0.8ｍの代金が240円のリボンがあります。1ｍのねだんはいくらですか」という場面について，

数量の関係に着目して除数と商の関係を考える 

<本時の板書と児童の発言> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８時の様子                                

<本時の概要> 
「4.5ｍの重さが 0.9ｋｇのホースがあります。このホース１ｍの重さは何ｋｇになりますか」と

いう場面について，除法の意味に着目し妥当な式を考える。小数の除法で商をがい数で求める時の
処理の仕方を考える 

<本時の板書と児童の発言> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わり算をすると答えが大
きくなっていますね。
300 円は誤りですね。 

１より小さい数でわると
答えは大きくなるよ！ 

１にあたる大きさを求めるのが
わり算だよ。0.8 から１にあた
る大きさを求めると大きくなる
けどわり算で大丈夫だよ。 

数直線で２つの数の変わり方
を考えたらわり算でも答えが
大きくなるのがわかるね。 

0.8 から１になるときは，
わり算でいいのですか？大
きくなっていますよ？ 

答えが大きくなる場合も
あるよ。小数のかけ算で
もやったよ。 

２つの式がで
きたよ。どち
らの式が正し
いのかな？ 

1.5L を 1L
にするから
2.5÷1.5
は１L の重
さを求める
式だね。 

2.5ｋｇを 1
ｋｇとして
考えるから
1.5÷2.5 は
1ｋｇの体積
を求める式
だね。 

2.5÷1.5 を筆算で考えるとわり切ることができない
よ，でもわり切れない時がい数で求めるといいね。 

1.66・・・をがい数で表して
ください。 

1.7 だ！ 1.67 だよ！ ２でもいい
よね！ 

「がい数で表してください」だったらいろいろな表
し方ができてしまうね。「1/10 の位までのがい数で
表しなさい」だったら 1.7 と表すことができるよ。 

先生の聞き方が悪いと思う。「上から２けたの
がい数で求めなさい」という問題もあったね。 
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■算数・数学科 【算数・数学を活用して，協働的に問題を解決しようとする子供の育成】        

■本時の改善案 

・本時の目標 

余りが出る小数の除法について，余りを出さずに割り切ってしまう考えや余りにも除法の性質を適
用した考えなどを交流し，問題場面から何の位まで商を立てたらよいか考えたり，除法の逆算を適用
し商，除数，余りの関係を捉えたりすることを通して，筆算における商や余りの処理の仕方を説明す
ることができる。 

・本時の展開                   「目指す子供の姿」を実現するための手立て 

教師の働きかけ（🔴発問）◯子供の学習活動     ◆留意点 ※評価 

１．問題場面について話し合う 

 

 

 

２．課題を設定する  

 

 
  
３．個人思考⇔集団思考Ⅰ 
🔴どのように考えたらいいかな？ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．個人思考⇔集団思考Ⅱ 
🔴商はわり算の性質を使えるけど，あまりはわり算の性質は使えないんだね？あ
まりもわり算の性質を使うとどうなるかな？  

 

 
 
🔴商とあまりがわかったね，では筆算はどうやってやるのかな？ 

 

 
 
 

５．練習の問題に取り組む  

 
  

 

 
 

🔴②の問題のあまりはいくつになるかな。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆誤りも扱い異なる考えの児

童がそれぞれ関わることが

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※何の位まで商をたてたらよいか

理由を説明することができる。

（思考） 

※筆算におけるあまりの処理を適

切に行うとともに，商，除数，余

りの関係を基にして妥当な大き

さを説明することができる。（思

考） 

 

 

課題 商と余りをどうやって求めたらいいかな。 

 

2.3ｍのテープを１人 0.5ｍずつ配っていきます。 

何人に配れますか。また，何ｍあまりますか。 

 

 
・0.5ｍずつ配るから，わり算だね。2.3÷0.5 をしたらいいね。 

 

 

・図で考えたら 0.3ｍがあまりだとわかる
よ。 

・2.3ｍを 0.5ｍずつ分けるからあまりは。
0.3ｍだね。2.3ｍから 4 人に配った 2ｍを
引いているから 2.3－2＝0.3 だね。 

 

 

 

・たしかめの計算は「わる数×商＋あまり＝わら
れる数」だったね。 

・たしかめの計算で考えると，0.5×4＋0.3＝2.3

になるね。 

・0.5×4＋0.3＝2.3 の式を図で考えても，0.5ｍ
のテープを 4 人に配ると２ｍになって，あま

りの 0.3ｍをあわせるから，2.3ｍになるね。あ
まりは 0.3 といえるね。 

・0.3 は 2.3-2 をしたら求めることができたよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・商はわり算の性質の考えを用いて，求めることができるよ。でも，あまり
は本当の大きさを考えなくてはいけないね。 

・2.3‐2＝0.3 であまりを求めるね。だから，わられる数と同じ位置に小数

点をうつといいね。 

 

 

 

 

 

 

 

①長さが 0.4ｍの木のぼうがあります。重さ
をはかったら 2.6ｋｇでした。このぼうの
１ｍの重さはいくつでしょうか。 

・どちらの問題も 2.6÷0.4 だね。 

・①の問題はわり切れるまで計算するよ。１ｍの重さを求めるからだね。 

・②の問題は一の位まで求めるよ。人数だから商は整数で求めるね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②2.6ｋｇのお米を，0.4ｋｇごとに袋にいれ

ます。0.4ｋｇ入った袋の数はいくつになり
ますか。 

 

・筆算をして，あまりが「2」となっているけど，2.6－2.4 だから 0.2 ということだね。 

・わられる数と同じ位置に小数点をうつといいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2.3÷0.5 をしたら，4.6

になるよ。 

・今までのわり算もわり
進めて計算していた
よ。 

・問題が何人だからわり
進めた 4.6 だとおかし
いよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今までとは違って余りを求めるわり算なんだね。 

・筆算したらできると思うよ。 

 

 

 

・あまりが 3ｍだったら，もともと
のテープの長さよりも大きくな

るからおかしいよ。 

・0.5ｍずつ分けるのに 3ｍになる
のもおかしいよね。 

・あまりは 3ｍでないのなら，0.3ｍ
なのかな。 

 

 

 

・わり算の性質を使ったら 23÷5 で商は４で変わらないけど
余りは 10 倍されてしまうね。だから，あまりはもともとの

2.3÷0.5 で考えないといけないんだね。 

 

 

 

 


